
10

市
政

鶴
岡
市
民
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す

■場
・
■問
本
所
総
務
課
☎
内
線
３
１
３　

■他
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
民
歌
の
音
声
デ
ー
タ
や
楽
譜
デ
ー
タ
は
市

HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
公
立
保
育
園　

保
育
士
・
看

護
師（
臨
時
・
パ
ー
ト
）募
集

■
登
録
資
格　

保
育
士
ま
た
は
看
護
師
資
格

を
お
持
ち
の
方　

■
募
集
人
数　

若
干
名

■申
履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
お
持
ち
の
上
、

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
８
０
へ　

■他

申
込
み
時
に
臨
時
職
員
登
録
が
必
要

健
康

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

誰
か
じ
ゃ
な
い
自
分
が
動
く
は
た
ち
の
献
血

　

病
気
・
け
が
の
治
療
・
手
術
な
ど
医
療
の

現
場
で
は
多
く
の
輸
血
用
血
液
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
尊
い
命
を
救
う
輸
血
用
血
液
は
人

工
的
に
作
れ
ず
、
長
期
間
の
保
存
も
で
き
な

い
た
め
、
安
定
し
た
在
庫
確
保
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
若
年
層
の
献
血
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の

献
血
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

建
築
し
た
方　

▽
火
災
・
天
災
等
で
住
宅
が

滅
失
ま
た
は
損
壊
す
る
な
ど
や
む
を
得
な
い

事
情
で
そ
の
宅
地
を
住
宅
用
地
と
し
て
利
用

で
き
な
い
方　

▽
土
地
・
家
屋
の
用
途
を
変

更
し
た
方　

▼
転
作
等
に
よ
る
地
目
変
更
の
申
告　

■対
▽

果
樹
な
ど
の
永
年
性
作
物
に
転
換
し
た
田

▽
か
ん
が
い
、
た
ん
水
設
備
が
な
く
用
水
で

き
な
い
状
態
の
田

▼
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築
軽
減
措
置
の

申
告　

■対
平
成
29
年
中
に
新
築
し
た
認
定
長

期
優
良
住
宅　

▼
共
通　

■
申
告
期
限　

１
月
31
日
○水　

■場

・
■問
償
却
資
産
の
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
４
２　

そ
の
他
の
申
告
…
同
課
☎
内
線

２
０
９給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
当
た
っ

て
の
お
願
い（
平
成
29
年
中
支
払
分
）

　

提
出
に
は
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号
の

記
載
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
支
払
者
が
個
人

事
業
主
の
場
合
は
、
個
人
番
号
確
認
書
類
と

身
元
確
認
書
類
の
提
示
か
添
付
が
必
要
で
す
。

１
月
31
日
○水
ま
で
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０

１
へ
。平

成
30
年
度
の
市
・
県
民
税

申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す

■日
１
月
下
旬　

■対
年
金
・
給
与
以
外
の
所
得

が
あ
る
申
告
義
務
者
、
所
得
確
認
が
必
要
な

方　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１　

■他
各

種
控
除
を
追
加
し
た
い
方
は
、
個
別
に
申
告

書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
同
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

ょ
う
。
▽
平
成
４
年
以
前
に
輸
血
を
受
け
た　

▽
大
き
な
手
術
を
受
け
た　

▽
フ
ィ
ブ
リ
ノ

ゲ
ン
製
剤
を
投
与
さ
れ
た　

▽
臓
器
移
植
を

受
け
た　

▽
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
を
し
て
い
る

▽
健
康
診
断
等
で
肝
機
能
の
異
常
を
指
摘
さ

れ
、
そ
の
後
精
密
検
査
を
受
け
て
い
な
い　

■日
２
月
３
日
○土
・
６
日
○火
・
９
日
○金
・
17
日

○土　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■対

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
今
年
度
中
に

40
歳
に
な
る
方
、
ま
た
は
41
歳
以
上
で
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方　

■内
血
液
検
査

■費
３
０
０
円
（
40
歳
、
70
歳
以
上
の
方
は
無

料
）　

■申
１
月
15
日
○月
ま
で
健
康
課
☎
内
線

３
６
７
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り（
要
事
前
申
請
）

税
・
生
活
・
そ
の
他

固
定
資
産
税
に
関
す
る
申
告
は
お
早

目
に
（
申
告
は
１
月
４
日
○木
か
ら
）

▼
償
却
資
産
の
申
告　

■対
事
業
を
営
ん
で
い

る
個
人
や
法
人
で
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
（
申
告
書
送
付
済

み
。
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
〈
地
方
税
電
子
申
告
シ
ス

テ
ム
〉
で
申
告
し
て
い
る
方
に
は
お
知
ら
せ

を
送
信
。
昨
年
１
月
1
日
に
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
な
か
っ
た
事
業
者
に
は
ハ
ガ
キ
を

送
付
）　

■他
市
HP

▼
土
地
・
家
屋
利
用
状
況
の
変
更
の
申
告

■対
平
成
29
年
中
に
、
▽
建
物
を
解
体
し
た
方　

▽
非
住
宅
用
地
（
更
地
を
含
む
）
の
宅
地
に

住
宅
を
建
築
し
た
方　

▽
前
年
ま
で
に
農
地

の
土
地
を
購
入
し
造
成
し
た
宅
地
に
住
宅
を

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２　

■他
献
血
実
施
日
や
場
所
等
は
HP

集
団
健
診
の
最
終
日
程

■日
１
月
29
日
○月
、
２
月
５
日
○月
・
８
日
○木
・

13
日
○火
・
16
日
○金
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
地
域
の
集
団
健
診
を
受
け
て
い

な
い
方　

■内
特
定
健
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

呼
吸
器
検
診
（
肺
が
ん
・
結
核
）　

■問
健
康

課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を 

積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
が
ん
を
早
期
に
発

見
す
れ
ば
、
治
る
確
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
検
診
で
症
状
が
出
な
い
初
期
の
が
ん
を

発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■対
①
子
宮
が
ん
検
診
…
今
年
度
20
歳
以
上
に

な
る
女
性
の
方　

②
乳
が
ん
検
診
…
今
年

度
40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
に
な
る
女
性
の

方
（
人
間
ド
ッ
ク
等
で
市
が
実
施
す
る
検
診

を
受
け
た
方
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
方
を
除

く
）　

■持
受
診
券　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他

生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減

免
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
感
染
に
よ
る
肝
臓
の
病
気
で
す 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

次
に
当
て
は
ま
る
方
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
検
査
を
受
け
ま
し

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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展
開
さ
れ
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
を

災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
か
ら
の

火
災
に
注
意
！　
　
　

　

携
帯
充
電
器
（
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
）

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

電
子
た
ば
こ
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
か
ら
の
火
災
が
増
え
て
い
ま

す
。
機
器
の
充
電
中
や
使
用
中
に
、
次
の
よ

う
な
兆
候
が
現
れ
た
と
き
は
使
用
を
や
め
て
、

近
く
の
販
売
店
や
各
製
造
会
社
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
▽
満
充
電
に
な
ら
な
い　

▽
使

用
時
間
が
短
く
な
っ
た　

▽
充
電
中
に
膨
張

・
発
熱
・
異
音
・
異
臭
等
が
生
じ
た　

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP

と
り
親
世
帯
（
18
歳
未
満
〈
平
成
11
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
〉
の
子
を
養
育
し
て
い
る

母
子
・
父
子
家
庭
、
ま
た
は
両
親
の
い
な
い

家
庭
等
）　

■
助
成
額　

１
世
帯
５
、
０
０

０
円　

■申
１
月
15
日
○月
～
３
月
16
日
○金
に
本

所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
１
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
１
９
３
、
本
所
子
育
て
推
進
課
☎

内
線
１
５
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ　

■他
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
1

月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

１
月
26
日
○金
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　

昭
和
24
年
の
こ
の
日
、
奈
良
県
法
隆
寺
の

金
堂
か
ら
出
火
し
、
国
宝
の
壁
画
が
焼
失
し

ま
し
た
。
国
民
共
通
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
を
火
災
、
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守

る
た
め
、
全
国
的
に
文
化
財
の
防
火
運
動
が

■
入
居
時
期　

３
月
中
旬
以
降　

■申
１
月
４

日
○木
～
19
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

灯
油
の
購
入
に
助
成
し
ま
す

■対
申
請
日
現
在
で
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

世
帯
の
全
員
が
平
成
29
年
度
市
民
税
非
課
税

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
（
社

会
福
祉
施
設
等
入
所
者
、
生
活
保
護
世
帯
等

を
除
く
）　

①
65
歳
以
上
（
昭
和
28
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
（
単
身
世
帯
含
む
）　

②
重
度

要
介
護
高
齢
者
（
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
）
が
い
る
世
帯　

③
重

度
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
所
持
す
る
方
）
が
い
る
世
帯　

④
ひ

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
２

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

温海
柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

平成30年４月１日採用予定

荘内病院職員募集
職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種・受験資格　
▷臨床検査技師（短大卒程度）…昭和58年４月２日
　以降に生まれ、臨床検査技師免許を取得している方
　及び平成30年４月までに取得見込みの方
■試験日時　
　２月４日○日午前10時
■試験会場　
　同院
■申込み受付　
▷１月４日○木～26日○金に申込書を同院総務課へ
　（郵送の場合は26日必着）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び本所職員課で交付
▷市HP「職員採用情報」及び同院HP「職員募集」から
　ダウンロードすることもできます
▷�郵送で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請求」
と朱書きし、返信用封筒（宛先を明記し392円分の
切手を貼り付けた長形３号封筒。折り畳んでもかま
いません）、応募職種・連絡先を記入したメモを同封
し、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐20）へ

「対話と協働」市民ワークショップ

つるおか未来カフェ参加者募集
総合計画

■申本所政策企画課☎内線541

■日①１月27日○土　②２月17日○土　
■時午後１時30分　
■場①第三学区コミュニティセンター　②にこ♥ふる　
■対市内に在住、在学または勤務の方各日100人　
■内①講話「鶴岡市に"日本一のまちづくり"は可能か」
小松隆二氏（公益大初代学長）、ワークショップ「10
年後の鶴岡とそのまちづくりについて考えよう」　②
総合計画についての説明、ワークショップ「あなたが
考える鶴岡市の大事にしたい価値は」
■申①１月22日○月まで　②２月13日○火まで
■他託児あり（要申込み）

　鶴岡の未来について話し合う、ワールドカフェ方式
のワークショップを開催します。市民がまちづくりに
ついて語り合い、様々な考え方等を共有します。

ワールドカフェってなに？
　少人数でテーブルを囲み、カフェにいるような気
軽な雰囲気の中、テーマについて自由に話し合いま
す。途中でテーブルを移動して、様々な価値観や違
った環境の人と意見交換し、そのことを通して、自
由な発想や新たなアイデアを生み出していきます。


